
　　　　

2025 年 2 月 7 日

10 時 あ00 分から 19 時 あ00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
”やればできる！（成功体験）がEQ（非認知能力）を育てる”
公認心理師が常駐し、障がいや発達に不安のある児童を対象に、一人ひとりの特性やニーズに応じた専門的なアプローチと環境調整をはじめ、こども達の主体的な活動を実現する魅力的な
プログラムの提供により、成功体験を通じてEQ（非認知能力）を育てることを大切にしています。

事業所名 YDKidsクラブ 作成日支援プログラム

・レゴプログラミングキットを用いたプログラミング学習により、モノづくりの世界を楽しみながら、論理的思考力、問題解決能力、抽象概念等を身につけます。
・視覚支援やタイムタイマー、事前予告等を用いて、時間感覚や概念の形成をはじめとした行動の切り替えを身につけ、見通しを立て主体的に取り組める力を身につけます。
・応用行動分析（ABA）による認知の歪みや感情へのアプローチ、ポジティブなフィードバックにより、好ましい行動の強化と望ましくない行動の消去を行います。

・SSTプログラムを含む集団適応プログラムの中で、グループディスカッションやディベート、発表/発信の場を設けることで、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたりするなど、
言語を受容したり表出する経験を積み重ねます。
・インリアルアプローチを基本とした個別対応により、言葉の意図の理解や会話のキャッチボール等コミュニケーション能力の向上につなげます。
・ルールのある遊びやプログラムで勝ち負けを経験することで、感情コントロールや折り合いをつける力を身につけます。

・サブカルチャー「アニメ、ゲーム、音楽、アート」をテーマとしたSSTの中で、チームビルディングの手法を取り入れチームワークや対人スキルを育みます。
・季節の行事（ハロウィン、クリスマス、お正月など）やお誕生日会、地域イベントなど、伝統や文化への興味関心、表現力や協調性、思いやり、地域交流など楽しみを持って参加できる
プログラムを実施します。
・まち探検や自然体験、郊外活動など、事業所外での様々な活動を取り入れ、公共機関の使い方や施設内のルール/マナー、交通マナー、お金のやり取りなど、実践型ソーシャルスキルト
レーニングを実施します。

支援方針

①『“やってみたい” を引き出すこどもファーストのプログラム』
ICTやサブカルチャーをテーマに、“好き”や“遊び”を通じてこども達が主体的に学べる機会を提供します。
②『“できた” を叶える専門的アプローチ』
応用行動分析や認知面・行動面へのアプローチなど、活動の中で成功体験を積み重ね成長につなげます。
③『“こうしよう” と安心して活動できる環境調整』
スケジュールの構造化や個別と集団の最適化により、こども達が安心して活動できる環境を創出します。

営業時間 送迎実施の有無

・学校や関係機関との情報共有
・長尾地区まちづくり協議会との連携
・地域の商店との合同イベントの実施

主な行事等
・日常的な行事・・・郊外活動（月1～2回）、クッキング（月2回）、アート/サイエンス（月1～2回ずつ）、まち探検/買い物等（適宜）、お誕生日会（毎月）
・季節の行事・・・お花見、夏まつり、ハロウィン、クリスマス等

家族支援 移行支援
・家庭や学校での般化を目指した支援
・地域社会や地域住民との交流プログラムの実施
・学校や保護者、他事業所への情報提供や引継ぎ等の対応

地域支援・地域連携

・送迎サービスの実施
・事業所での活動の様子（写真、記録）を毎日共有
・ＬＩＮＥにていつでも情報共有や相談できる体制の構築
・公認心理士による心理検査の実施と支援の充実

職員の質の向上

・日々の共有と振り返りの場の設定
・毎月のチームカンファレンスの実施
・事業所内での年間研修計画や外部研修の受講により、スキルアップでき
る環境の整備

支　援　内　容

・個別スケジュール（スケジュールの構造化）や、掲示物等による視覚支援を用いて、「荷物整理、準備/片付け、手洗い、スケジュール管理」等の生活自立を強化します。
・来所時の心身の把握（検温、気分）やクールダウンできる環境、徹底した除菌管理、アレルギー対応など、健康面に配慮した環境調整を行います。
・一人ひとりの特性や発達段階・ニーズに応じて身だしなみや整え方、着脱衣などの個別サポートを行います。

・サーキットトレーニングやコーディネーショントレーニング、ダンス（リトミック）、ナンバータッチ、遊具遊びなど、感覚統合理論やビジョントレーニングを踏まえたプログラムを実
施し、協調運動など体のコントロール、見る力、視空間認知等の向上につなげます。
・アートやサイエンス、クッキングなどの創作活動を取り入れ、手先の巧緻機能の向上、モノの扱い方や危険性の理解、工夫する力、創造力、集中力等を養います。
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